
令和２年度

飛騨市一般会計予算（補正第２号）の概要





■衛生費

　＜保健衛生総務費＞

　　　飛騨圏域の周産期医療を支えるための意識醸成を目的に、医療機関等の専門スタッフを中心としたワークショップを開催するための経費

９百万円を追加し、補正後の予算額は２１１億４千６百万円（前年同期＋１２．６％）となりました。

　なお、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の内示を受けたことから所要額を国庫補助金に計上するとともに、同額

　　１百万円を計上し、医療圏域である高山市や白川村を含む２市１村共同で取り組んでまいります。

■民生費

　＜老人福祉費＞

　　　高齢者お出かけ安心支援事業における安全運転サポート車購入補助と補聴器購入補助の２本立て施策について、申請状況から今後の不足

　　見込額１千万円を計上するほか、高齢者の住宅改善補助金の不足見込額１百万円を増額し、生活環境を向上させます。

　　効率的で利用しやすい公共交通の実現を図ります。

６月補正予算（一般会計補正第２号）のポイント

　　　市のバス運行を見直し、一部地域の路線で市民ドライバーによるデマンド式の乗合タクシーを試験的に導入する経費４百万円を計上し、

■総務費

　＜バス運行費＞

をこれまでのコロナウイルス対策補正予算の財源として活用してきた財政調整基金に戻し入れるよう調整いたしました。

■議会費

　＜議会費＞

　　　市議会における現状の議員数にあわせた手当等の調整に７百万円を減額しました。

　＜文書広報費＞

　　　無作為抽出した市民を対象に市政世論調査を行うための経費３百万円を計上し、ニーズを継続的に全体把握することで今後の行政サービ

　　ス向上に取り組んでまいります。

　今回の補正予算は、当初予算編成後に生じた事由や国県補助事業の採択に伴う事業費の調整に加え、児童生徒に１人１台端末とす

ることでＩＣＴ環境を整えるＧＩＧＡスクール構想の事業費を追加するほか、退職職員数等の確定に伴う人件費の調整など総額２億
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　　力ポンプ積載車を無償貸与されることが決定したため、購入予定台数を調整し９百万円を減額します。また消防団設備として必要になる発

　　電機や投光器、トランシーバー購入について国補助金の採択が決定したため１千２百万円を増額し、消防団の救助能力向上を図ります。

■教育費

　＜外国人語学講師招致費＞

　　　３年任期予定のＡＬＴ３名について今年度に母国へ帰国することが決定し、新たに３名を招聘するための経費２百万円を計上しました。

　＜教育振興費＞

　　　国のＧＩＧＡスクール構想（児童生徒１人１台パソコン）を実現するため、ネットワーク環境整備を含む事業費として、小学校費に１億

　　１千５百万円、中学校費に６千４百万円を計上し、ＩＣＴを活用した学びの環境を整えます。

■全般的事項

　＜商工振興費＞

　　　かわいスキー場の圧雪車やリフトを修繕する経費５百万円を増額し今シーズンの安全を確保します。このほか、流葉スキー場については

　　　地元消防団員の退団者数が確定したことに伴う退職報奨金の不足見込額２千３百万円を増額するほか、国から救助用資機材積載型小型動

　＜畜産業費＞

　　　機械の価格改定に伴い、牛の健康状態をリアルタイムで把握できるスマート農業技術補助金の不足見込額１百万円を増額するほか、飛騨

■農林水産業費

　＜農業振興費＞

　　　農業後継者の減少による担い手不足を背景に、専門家を交えた徹底した話し合いを通じて農地の集積化・集約化を図る取り組みに必要な

　　経費１百万円を計上するとともに、古川町杉崎地内の土地改良事業に必要な経費６百万円を貸付することで円滑な組織運営を図ります。

　　牛一貫農家の認定農業者になることを条件に新たに就農する対象者に県補助金を財源として１百万円を計上しました。

■消防費

　＜非常備消防費＞

　　３千万円計上しました。

　　　祭礼に欠かすことのできない提灯の制作や修理について２年間の修行を終えた後継者が自立するための環境整備補助金１百万円を計上し

■商工費

　＜観光費＞

　　伝統文化を後世に引き継ぎます。

　　今シーズンの営業開始に向けた準備経費として、索道メンテンナンス費用やリフト監視室の改修など、安全性の確保のために必要な経費を



　　しました。そのほか、国や県の補助金を財源として整備する建設事業については、今回の内示額にあわせた事業費とするため、道路新設改

　　良費、急傾斜地対策事業費、公園費、住宅対策費など総額で８千２百万円を減額して調整しました。

　　　職員の退職や新規採用者の数が確定したことに加え、配置異動に伴う人件費の調整を行い、総額２百万円を減額しました。また、地域お

■財政調整基金の残額

　　　　補正前残高　　　5,987,179千円

　　こし協力隊や集落支援員など地域の活性化に寄与する人材の処遇改善として、企画費、地域振興費、林業振興費など合計で８百万円を増額

　　　　今回補正　　　　＋128,147千円

　　　　補正後残高　　　6,115,326千円

　　　これまでコロナウイルス感染症対策として令和２年度予算を３回補正しており、いずれも財政調整基金を財源として調整してきましたが

　　今回国の交付金の内示を受けたため、同額を基金に戻し入れる調整を行いました。
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（単位：千円）
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会計　一般会計 歳入 （単位：千円）
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16

国庫支出金 3,784,325 18.07 191,962 91.63 5.07 191,962 0
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会計　一般会計 歳出 （単位：千円）
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